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私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。 

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など 

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学 

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、1 人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の 

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反 

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている 

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育 

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

向山 洋一
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6 71. 1982 年度　向山型理科授業の誕生までの 1 年 

谷　和樹

向山氏の理科授業に「自由試行」のキーワードがある。アメリカで 1960 年代に

David Hawkins が提唱した「Messing About」が源流だ。日本では 1970 年代後半

から児童の体験が重視されるようになり広まったが、「はいまわる」経験主義になり

かねない状況も生じていた。

向山氏は、それを「はいまわらない」形で、しかも「豊富な体験活動」を保障す

る形で再提案したともいえる。本資料にある「向山氏から授業者へのコメントの手

紙」の次の文言が象徴的だ。

　先生のお授業では「児童自ら」が「興味を持って」はいませんでした。「進ん

で自然にはたらきかけて」いませんでした。もともとこういうのは、不可能です。

教師は何をやり、子供は何をするのか、両者のかかわりは、どういうことなのか、

このような分析をぬきに、子供の側からだけでは授業は語れません。

理科の学習が本来持っている「ドキドキワクワク感」を大切にしながら、討論によっ

て科学的な理解へ到達していく向山氏の理科授業は圧巻である。

2021 年の中教審答申には「STEAM 教育」が明記された。それを経済産業省の「『未

来の教室』ビジョン」では次のように表現する。

「学びの STEAM 化」：一人ひとり違うワクワクを核に、「知る」と「創る」が

循環する、文理融合の学び

まさに、向山氏の理科授業のようだ。子どもの「自由試行」から始まり、教師の

働きかけによって課題が焦点化され、科学的な思考・判断・表現へと進む向山氏の

理科授業の源流を、本資料からぜひ分析していただきたい。

現在の「STEAM 教育」につながる
向山氏のダイナミックな理科

解　　説

１. 1982年度　向山型理科授業の誕生までの1年 

校内研究ノート　表紙
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91. 1982 年度　向山型理科授業の誕生までの 1 年 8

解説コラム １

調布大塚小学校は 1981 年（昭和 56 年）度に大田区教育委員会研究奨励として社

会科の研究発表をしている。翌 1982 年は 4 教科について校内研究を行った。４教

科の１つが理科だった。向山氏は、「私は今までに、理科の研究授業をしたことがあ

りません。」と書いている（『理科研究授業奮戦記』No. １ 1983.2.3）。

向山氏の理科研究は 1982 年度に本格的にスタートしたのだ。本章では「校内研

究（理科）」ノートを中心に、翌 1983 年２月の４年「乾電池と豆電球」までの実物

資料の一部を紹介している。

8 ページの予備調査は向山学級では 10 月 15 日であるが、10 月 13 日に教師が児

童の考えを予想していることがわかる。この調査について向山氏は「単なる思いつ

き」としながら「但し、その思いつきの中には、今までの勉強が反映しているのか

もしれません。」と書いている（前掲『奮戦記』）。まさにそのとおりで、先見性がある。

10 ページのＥ学級研究授業の協議会記録には次のようにある。

いろいろな現象→（討論）を大切にしたら？

児童がさまざまな実験に基づいて討論する向山型理科授業の原点といえる。

さらに以下は向山氏の名言「ものがなければ理科じゃない」につながる（13 ペー

ジの K 学級研究授業の協議会記録）。

ものがいじれる。活動性がある。

16、17 ページの「指導計画」には、児童の予想、意見などが書き加えられている。

向山氏のこのような綿密な記録が子どもの事実として『理科研究授業奮戦記』など

にまとめられ、公開されているのだ。「指導計画と授業の記録」の続きは Web 資料

にある。

小森栄治

理科研究スタートから向山型理科授業の誕生まで

（１）予備調査
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10 111. 1982 年度　向山型理科授業の誕生までの 1 年 

（２）理科授業での討論の必要性　Ｅ学級研究授業 協議会　1982.10.26
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12 131. 1982 年度　向山型理科授業の誕生までの 1 年 

（３）ものがいじれる、活動性がある　Ｋ学級研究授業 協議会　1983.1.26
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